
環境水路（農業用水）に
戻り始めた生物たち
ーヤリタナゴ保護の現場からー

やりたなごの会 掛川優子

令和元年10月18日
平成31年度開校記念式典記念
群馬県立藤岡北高等学校



藤岡のヤリタナゴ

• ヤリタナゴなどについて

•保護活動の歩み
ー北高の関わりー

• ボランティア活動の現状

発 表 内 容



自己紹介
北海道生まれ（1952年）

阿寒入学した小学校は

タンチョウヅル保護活動

をしていて、

希少生物は保護するも

のと思って育ち、

現在のヤリタナゴ保護に

至る



水生昆虫に興味（ 30歳後半～）



小学校の自然環境クラブで
子供たちと川へ通う（40歳代半ば～）

平井小学校

長 男

美九里東小学校

ヤリタナゴ
調査

水生昆虫
調査

ここからヤリタナゴ保護活動にかかわる



藤岡のヤリタナゴ

•ヤリタナゴなどについて

•保護活動のあゆみ
再発見から現在まで

•ボランティア活動について

発 表 内 容



ヤリタナゴの
系統保存

水産試験場 水産環境係 鈴木 紘子

２０１９年２月６日
平成３０年度群馬県農林水産業関係機関成果発表会（水産分科会）

群馬県庁2Ｆ ビジターセンター



•ヤリタナゴ

•増殖方法

•保護活動



• 全長

８～１２ｃｍ

• 寿命

２～３年

• 成熟

１年

ヤリタナゴ

メス

オス



• 生活

• 食性

雑食（水生小動物や付着藻類）

• 生息域

• 本州、四国、九州北部に生息し、

群馬県に生息する唯一のタナゴ

• 川の中下流の流れのあるところや

水路や池等

ヤリタナゴ



経緯

• 1984年 藤岡市による生息調査

14年間未確認→絶滅か

• 1998年 藤岡市民らによる生息調査

•1999年 藤岡市による生息調査

• 2000年 藤岡市の天然記念物に指定（３種とも）

•2001年 県動物レッドリスト絶滅危惧Ⅰ類に指定（ヤリタナゴ）

• 2012年 県動物レッドリスト改訂により絶滅危惧ⅠＡ類に指定

確認

確認

確認

未確認

マツカサガイ
ホトケケドジョウ

＋

再発見



絶滅

野生絶滅

絶滅危惧Ⅰ類（マツカサガイ）

絶滅危惧ⅠＡ類 （ヤリタナゴ）

絶滅危惧ⅠＢ類

絶滅危惧Ⅱ類（ホトケドジョウ）

準絶滅危惧

レッドリスト（群馬県指定）
絶滅に
瀕して
いる種

ごく近い
将来に絶
滅の危険
性

絶滅の危機にある野生生物をまとめたリスト

絶滅の危険
が増大して
いる種



なぜタナゴの生息数が減少したのか

（１）生息環境の変化

•外来魚の移入

• オオクチバス等

• タイリクバラタナゴ

• 河川改修やほ場整備工事

（２）特異的な繁殖サイクル

タイリクバラタナゴ

ほ場整備事業で
土水路が三面コ
ンクリート化さ

れた

オオクチバス



ほ場整備事業

土地改良法（2001年）が改正され、

「環境に配慮」が実施原則となった。

これまではほ場
整備に環境に
配慮する概念
はなかった 水田や畑を，生産性が高く、農業機械が容易に導入でき、

労働が容易に行えるいよりよい農地に整備すること。

工事は、区域一帯を平たん化するため、生物は一掃された。

生物の住場所
奪ってきた

https://kotobank.jp/word/%E6%B0%B4%E7%94%B0-83091
https://kotobank.jp/word/%E7%94%9F%E7%94%A3%E6%80%A7-85806
https://kotobank.jp/word/%E5%8A%B4%E5%83%8D-161820
https://kotobank.jp/word/%E8%BE%B2%E5%9C%B0-596384


（２）特異的な繁殖サイクル（ヤリタナゴ）
ヤリタナゴ

マツカサガイ

稚魚
産卵

成長

入水官と
出水管

マツカサガ
イの

つもり

出水管に
卵を産む



貝の内部へ産み付けられた卵

写真　日本の淡水魚（山と渓谷社）



貝の中で成長

写真　日本の淡水魚（山と渓谷社）



※「日本の稀少淡水魚の現状と系
統保存」（緑書房）より抜粋

（２）特異的な繁殖サイクル（マツカサガイ）

ホトケドジョウ等

マツカサガイ

大きさ：３～９ｍｍ

稚貝5月1日　平均殻長5.18±1.47mm
Ｎ＝40　　最大8.81mm　最小3.38mm

稚貝

寄生

大きさ：約０．３ｍｍ

放出

脱落

成長

グロキディウム幼生※

   表　マツカサ貝幼生付着状況調査（魚10尾あたりの付着魚尾数､H12）
　
        　5.30 6.14 6.30 7.14  8.1 8.15 8.31 9.14 9.29 10.17 11.15

メダカ      5   10    9    7    6   10    6    8    8    0     0
ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ   7    9    7    3    -    -    -    -    -    -     -
                                                                   

写真　日本の稀少淡水魚の現状と系統保存（緑書房）

マツカサガイに適した環境
（砂利）



シマドジョウとドブガイ幼生（マツカサガイもほぼ同じ）

川の中では
こんなにた
くさんは付

かない

我が家の水槽で2002年1月23日撮影



※「日本の稀少淡水魚の現状と
系統保存」（緑書房）より抜粋

（２）特異的な繁殖サイクル

ヤリタナゴ

ホトケドジョウ等

マツカサガイ

稚貝5月1日　平均殻長5.18±1.47mm
Ｎ＝40　　最大8.81mm　最小3.38mm

稚魚

稚貝

産卵

成長

放出

脱落

グロキディウム幼生※

   表　マツカサ貝幼生付着状況調査（魚10尾あたりの付着魚尾数､H12）
　
        　5.30 6.14 6.30 7.14  8.1 8.15 8.31 9.14 9.29 10.17 11.15

メダカ      5   10    9    7    6   10    6    8    8    0     0
ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ   7    9    7    3    -    -    -    -    -    -     -
                                                                   

写真　日本の稀少淡水魚の現状と系統保存（緑書房）

寄生しない

寄生



あまり
つかない

マツカサガイの
寄生相手

カワムツオイカワ コイ（関東）ドジョウ ヨシノボリ類

あまり
つかない

伊藤寿茂さん（新江ノ島水族館）調査

個体数が多い
ので、

貢献度が高い



まとめ

•ヤリタナゴとマツカサガイは群馬県内では藤岡市にしか
生息していない希少種。

•ヤリタナゴとマツカサガイはめんどうな繁殖サイクルな
ので、生きていくのが大変

•マツカサガイは人工増殖できない



発表内容

•ヤリタナゴ

•増殖方法

•保護活動



供試魚

メス

産卵管が

十分に伸びている

オス

婚姻色が明確になり、

なわばり行動が

観察される

産卵管



•シャーレに少量水を入れ、メスから卵をとる

•オスの精子を直接卵の入った水にかける

採卵・採精と授精

大きさ：約３ｍｍ



採卵・採精と授精

•スポイトでかくはんし、

１分程度待つ

•数回飼育水で

洗浄する



卵収容

２リットル容ビーカーに

受精卵を各10粒程度

収容する



卵収容

•水温22℃に設定した

ウォーターバス内に

収容する

•暗所にて３日程度

管理する



ふ化

ふ化後７日 ふ化後２０日
（約５ｍｍ） （約８ｍｍ）



ヤリタナゴと違い
マツカサガイは人工増殖できていない

適した自然環境下でしか生息できない



発表内容

•ヤリタナゴ

•増殖方法

•保護活動



保護活動（水産試験場）

•増殖したヤリタナゴを
藤岡市内の小学校へ
分与する

•民間の団体と連携し、
観察会でヤリタナゴ
の話をする

ヤリタナゴ観
察会で採卵の

実演



ヤリタナゴ観察会の様子 毎年5月
に開催



ヤリタナゴの捕獲は禁止です

藤岡市指定天然記念物を
その生息地から捕獲し、
又は植生地から採取しては
ならない

（藤岡市文化財保護条例 ）

看板も立ちました



2019.5.23

•ヤリタナゴなどについて

•保護活動のあゆみ

•ボランティア活動の現状

次の話題



ヤリタナゴ再発見！
下戸塚
地区

• 1984年 藤岡市による生息調査

• 1998年 藤岡市民らによる生息調査

• 1999年 藤岡市による生息調査

• 2000年 藤岡市の天然記念物に指定

• 2001年 群馬県の動物レッドリスト

絶滅危惧Ⅰ類に指定

• 2012年 群馬県の動物レッドリスト改訂に
より

絶滅危惧ⅠＡ類に指定

未確認

確認

確認

確認



群馬県に生息する唯一のタナゴ

• タナゴの仲間は群馬県には

５種生息したが４種はすでに絶滅

• ヤリタナゴ１種が
藤岡にのみ生き残る

ヤリタナゴ、タナゴ、アカヒレタビラ、

ミヤコタナゴ、ゼニタナゴ

タナゴ

アカヒレタビラ

ミヤコタナゴ ゼニタナゴ

（順不同）



平成12（2000）年7月1日

市天然記念物に指定

平成12年7月4日 上毛新聞



市民団体も保護活動開始

• ヤリタナゴ調査会（1998～）再発見した市民が結成

• ヤリタナゴを守る会(1998）地元住民が市文化財課の委託を受け結成

• 旧笹川を守る会(本郷）地元住民がメダカ保護のため結成・マツカサガイを発見！

• やりたなごの会(2002.3)矢場環境水路の維持管理のため結成

• 美九里東小学校自然環境クラブ（2002.4）ゆとりの時間に活動

• 県立藤岡北高等学校（２００３．５）矢場環境水路希少植物保護

黒い貝なら
いるよ

環境水路の草
刈りするなら
作っていいよ



市内小中学校に
ヤリタナゴ配布
(市文化財保護課）

水産試験場が

人工増殖した個体

広報ふじおか（１３．１．１）

「」

みんなで大切
に育て、ヤリ
タナゴの住め
る自然をま
もっていきま

す

学校ヤリタナゴ



第1回
ヤリタナゴ

観察会

第1回観察会では、ヤリタナ
ゴは1匹しか見つかりません
でした。
それも尻尾をちぎられた個
体でした。



こんなこ
ともあり
ました

ここにいる
なんて、
知らなかっ
たんだ

農業用水が切れて、ヤリタナゴが大量に死亡

実はものすごく怒って
いました。
「タナゴより米だ!!」



市内3か所の
生息地と保護団体

下戸塚ーヤリタナゴ・マツカサガイ・
ホトケドジョウ

矢場ーマツカサガイ・ホトケドジョウ

本郷

下戸塚

本 郷

矢 場

ヤリタナゴを守る会

旧笹川を守る会

美九里東小

やりたなごの会

生息調査:ヤリタナゴ調査会

黒い貝なら
いるよ

北高

ーマツカサガイ



保護活動の中心地

下戸塚

本 郷

矢 場

ヤリタナゴを守る会

旧笹川を守る会

美九里東小

やりたなごの会

黒い貝なら
いるよ

北高

下戸塚地区

ヤリタナゴ
の主な生息

地



保護活動開始後

個体数は増加

生息域下流の３面コンク
リート改修と、笹川の生息
域上流の架橋工事後、ヤ
リタナゴ減少。

ほ場整備工事も始まり、

ヤリタナゴ観察会は第１６
回を最後に中止(2014)

下戸塚の
ヤリタナゴ生息数の推移

ほ場整備工事

希少植
物発見



下戸塚

本 郷

矢 場

多野藤岡では絶滅
だったはず

• ハンゲショウ（ドクダミ科）
県絶滅危惧Ⅰ類

• カワジシャ（ゴマノハグサ科）
県絶危惧Ⅱ類

• ミゾコウジュ（シソ科）
環境省準絶滅危惧

矢場地区で
希少植物確認

圃場整備
工事が
迫ってい

た



平成15(2003)年

矢場地区ほ場整備事業開始

土地改良法（2001年）が改正され、

「土地改良事業の環境配慮」が実施原則となった。

これまではほ場
整備に環境に
配慮する概念
はなかった

水田や畑を，生産性が高く、農業機械が容易に導入でき、
労働が容易に行えるいよりよい農地に整備すること。
工事は、区域一帯を平たん化するため、生物も一掃される。

生物の住場所
奪ってきた

ギリギリ間に合って、環
境水路ができました

https://kotobank.jp/word/%E6%B0%B4%E7%94%B0-83091
https://kotobank.jp/word/%E7%94%9F%E7%94%A3%E6%80%A7-85806
https://kotobank.jp/word/%E5%8A%B4%E5%83%8D-161820
https://kotobank.jp/word/%E8%BE%B2%E5%9C%B0-596384


多野藤岡で絶滅となっていた植物3種

ハンゲショウ（ドクダミ科）
県絶滅危惧Ⅰ類

カワジシャ（ゴマノハグサ科）
県絶危惧Ⅱ類

ミゾコウジュ（シソ科）
環境省準絶滅危惧

保護するなら早く
移植してください。

圃場整備工事始
まるから！

水田雑草 (県・土地改良区）



•平成15(2003)年5月12日

希少植物（絶滅危惧種）の一時避難

ハンゲショウ
県絶滅危惧Ⅰ類

ミゾコウジュ
環境省準絶滅危惧

カワジシャ
県絶危惧Ⅱ類



平成15(2003)年5月12日

希少植物（絶滅危惧種）の一時避難

NHKや新聞社の取材もありましたので、藤岡市長も参加。



お二人の先生の協力で、この移植作業が実現しました。



ＮＨＫ



ここにマツカサガイが
生息していることは
公表されていなかった

湧水が流れ
る、こんな土
水路に住ん
でいた。



掘り上げた株は、北高の農場で、
ほ場整備が終わり植え戻せる日まで、預かってくれることに



読売新聞2003年5月13日

「希少植物を採取する藤岡北高の生徒ら」



上毛新聞2003年5月13日



上毛新聞2003年5月16日

「高校生たちの取り組みに期待したい」



2年後

平成17（2005）年7月9日

ハンゲショウの里帰り

藤岡北高の協力
で一時避難させ
ていた貴重な植
物を、一部完成
した水路に返し

たい

(県・土地改良区）



ハンゲショウの里帰り

新井先生が引率して、
北高生が埋め戻しに
来てくれました





平成18(200６)年

矢場地区ほ場整工事終了



環境保全型水路の完成

ほ場整備事業の中で生物が生き残れる水路

ほ場整備法が変わりできた



約700m



形のできた環境水路
2006年6月１日



作業用道路用地 敷：土

のり面：石丸積み



石丸積み
• 群馬県藤岡市鬼石地域の石匠の間で受け継がれて

きた石積み技術を改良した石積工法。伝統工法。

• 巨石をクサビ状に配置、組み合わせたもので、適度

なかみ合わせで堤体が安定し、

床固工を必要としない。

• 複雑な間隙構造と表面の凹凸が得られ、

生物の生息に適している。



県平成18年度 環境新技術導入促進事業
石丸積み



環境水路完成直後 平成18年度(2006）

こんなんで、生
き物たち、戻っ
てこれるだろう

か



水の中の食物連鎖
を見てみよう！

エサが
必要

生き物が戻
るためには



大きな魚

小さい魚

水の中の食物連鎖

ミクロの世界

「原生動物」と「藻類」



鮎川の水

60倍～270倍



ケイソウ

川底の石に
ついてる
茶色でヌル

ヌル

200倍
くらい川虫や魚の

貴重な餌



ツリガネムシ

原生動物

細菌類が餌



卵胞、なんのだろう？

これは神流川(中里村）の水中の藻類（カワシオグサ）↑



隙間がある！
産まれたらし

い



ユスリカ

翌日
見たら
産まれて

た

餌は

動物の死骸、
腐敗物や有

機物



水の中の食物連鎖

大きな魚

小さい魚

今度は
水生昆虫



ユ
ス
リ
カ

カワゲラ
カゲロウトビケラ

食べたり
食べられたり



矢場の環境水路へ戻ります

何か住むようになったでしょうか？



オニヤンマ

トウキョウダルマガエル
カナヘビ

イナゴ

オニヤンマ

ホトケドジョウ

ヒメタニシとカワニナ
一番最初に戻っていた
きた

サワガニ サワガニ



シマアメンボ

低い大地の湧き水に見られる

ヒメガムシ
水草や藻類を食べる。

幼虫はボウフラなどを食べる

ナミアメンボ

食べ物：水面に落下した小昆虫の体液

周りの昆虫が減るとたちまち食糧不足

コガタシマトビケラ

幼虫
成虫

ドジョウはどんどん増えました



ホトケド
ジョウドジョウ



水田地帯の土水路に広く分布していた種

セグロトビケラ ホタルトビケラ

人口の水路が昔の土水路の環境に近づいてきたがわかる



ほ場整備工事後約10年
２５種類

ほ場整備工事以前

１２種類

水生昆虫の種数



増えたのはなぜ?

•石丸積みが適していた

•周辺にまだいい環境が残っている

•人手により、草刈りなどの維持管理作業を行った



2012年区の管理終了

水路内に繁茂するオオカワジシャ(外来種）

人の手が
入らない
とこんなこ
とに！



オオカワジシャやクレソ
ンなどの外来種が大株と
なって繁茂するように
なっていた。

2012年5月から

やりたなごの会

除草作業開始



2015年5月9時
作業2時間で、水面が見えてきた
ところ

除草作業



水路内に雑草が生える
↓

流れが悪くなり泥質に
↓

マツカサガイの生息に不適
水生生物の生息にも不適

↓

エサ不足

多様な河床環境が
必要

高齢化！
この先
どうしょう



2019.5.23

•ヤリタナゴなどについて

•保護活動のあゆみ

•ボランティア活動の現状

次の話題



2017～ 藤岡工業高校

2019～ チャイルドホープ・上小鳥

藤岡青年経営者協議会

201６～2018 電機連合青年女性委員会



令和元年（2019）6月24日

環境水路の
草刈りボランテイア



最初7人くらいの予定が当日25人くらいも

「使うの初めてです」「まず使い方の指導します｝

「今日捕れた魚や虫を説明します」ヤリタナゴ調査会

作業の
様子



サワガニ

マツカサガイ！

ヤリタナゴ！ドジョウ・カワニナ・タニシ



令和元年（2019）6月24日

草刈りボランテイア

確認されたヤリタナゴ、マツカサガイ、
ドジョウ、カワニナ他

「地域の環境が良くなり、ヤリタナゴが多くの場所で
見られ湯ような身近な魚になればいい」



懇親会の様子

「手を合わせてく
ださい。

いただきます」

この日はカレー

完食でした



カライ

味がない．．．

今日は神社の境内で

間違えた！ 子供に辛口かけちゃった
今日は失敗なしだった。

いつもの
準備の様子

うどんも得意ですが、
よそい過ぎたり



皆様の協力で

戻ってきました
少しづつ

と喜んだのも
束の間



下戸塚

本 郷

矢 場

・市内に3か所あった
生息地

矢場：平成15(2003)年～18(2006）

マツカサガイ・ホトケドジョウ・ヤリタナゴ

（12年前に終了）

下戸塚：ヤリタナゴ・マツカサガイ・ホトケド
ジョウ

本郷：平成28（2016）年～

マツカサガイ・ヤリタナゴ

生息できる水路が残されていたが、高アル
カリの排水が流入

・矢場１か所のみに

次々とほ場整備工事



現在、生息できる水路は矢場だけです。

下戸塚と本郷は、まだ工事中です。
この2か所の環境水路が住める環境に
なるまでの数年間、矢場の環境水路で
持ちこたえなければ、

絶滅です。

藤岡で、ヤリタナゴやマツカサガイは
見ることが出きなくなるのです。



普段は目立たないけれど、川遊びなどのときに発見し、小さな

喜びを与えてくれる小魚たち。

これらが繁殖できる環境づくりを

今、真剣に考えていかなければなりません。

水辺の生き物が
住める環境を残したい！



石の下にな
んか隠れて

る

サワガニ？
ドジョウ？



住める環境
を残してく
ださい。生
き残りた
い！



地域の環境が良く
なり、ヤリタナゴが
多くの場所で見ら
れる身近な魚にな

ればいい

サワガニや魚が
みられて楽しかっ
た。また来たい。

活動は大変で
あったが充実
していた。

ヤリタナゴの存在
も知らなかったし、
こういう環境を残
すことが大切



以上です。

ありがとうございました。

期待して、終わります。


